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プロジェクト開始時点での目標

１．すでに国際的なバイオ情報サービスとなっているゲノムネットを
京都大学の事業とし、化学研究所バイオインフォマティクスセン
ターに分子情報を中心とした統合データベースを構築する。

２．既存の DBGET システムを拡張して、半年間後（2007年10月）に
日本語キーワードでの統合データベース検索システムを提供。

３．３年後（2010年4月）に Google-like なランキングを取り入れた革
新的なキーワード検索システムを提供。

４．大量データの統合処理と生物的意味づけ、とくに創薬・医療への
応用を可能にする解析システムを提供。

５．2010年までにライフサイエンス分野における世界最高水準の知的
情報基盤を確立。

ライフサイエンス知識の階層化・統合化事業（京都大学）



ゲノムネット医薬品データベース第１版（2007年9月１日公開）

KEGG DRUG と JAPIC 医療用医薬品添付文書の統合データベース
研究の最先端と医療の現場及び一般社会とをつなぐデータベース

化学構造
（KEGG D番号）

添付文書
（JAPIC 8桁ID）

製品
（JAPIC 11桁ID）

一般名（米国、日本、WHO）
商品名（米国、日本、添付文書へのリンク）
薬効分類（日本、WHO）
ターゲット情報（KEGG パスウェイとの対応）
薬開発の歴史（KEGG DRUG 構造マップ）

使用上の注意、副作用、相互作用
薬物動態、臨床成績、薬効薬理
文献情報（J-STAGE へのリンク）

YJ コード（医療の現場で使用）
薬価
後発品フラグ

名称検索、薬効検索、全文検索
同一医薬品、類似医薬品の検索・比較
文献データベースへのリンク

第２版では、JAPIC 一般用医薬品添付文書も統合（2008年4月1日公開予定）

http://www.genome.jp/kusuri/

ライフサイエンス知識の階層化・統合化事業（京都大学）



ゲノムネット医薬品データベース
（9月1日公開済）

KEGG DRUG データベース
（日本語版）

化学構造（D番号、解析ツールへのリンク）
薬局方（JP、USP）
一般名（JAN、USAN、INN）
商品名（日本、米国）
添付文書へのリンク（JAPIC、DailyMed）
薬効分類（日本、米国、WHO、KEGG BRITE の一部）
ターゲット情報（KEGG PATHWAY との対応）
薬開発の歴史（KEGG DRUG 構造マップ）

使用上の注意
副作用、相互作用、ほか
薬物動態
臨床成績
薬効薬理
文献情報

YJ コード（医療の現場で使用）
薬価
後発品フラグ



ゲノムネット統合データベース第１版（2007年10月１日公開）

第１版
• 既存のDBGETシステムの改良版（全データベー
ス一括検索機能及び外部DBを含むLinkDB検索
機能を導入）

• ライフサイエンス辞書を用いた日本語支援ツール
（検索キーワードの英訳及び画面中でハイライト
選択した部分の和訳）

第２版（2008年度中に公開予定）
• インデックスを用いた検索エンジン
• 日本語データベースも統合

第３版（2009年度中に公開予定）
• 検索結果のランキング表示を試験運用

統合された主なデータベース

オントロジー
KEGG BRITE

パスウェイ
KEGG PATHWAY
KEGG MODULE

病気
KEGG DISEASE
OMIM

医薬品
KEGG DRUG

ゲノム
KEGG GENOME
KEGG VGENOME

遺伝子
KEGG ORTHOLOGY
KEGG GENES
KEGG DGENES
KEGG VGENES
KEGG OGENES

アミノ酸配列
UniProt
PRF
RefSeq

塩基配列
RefSeq
INSDC (nonredundant DDBJ/EMBL/GenBank)

化合物・糖鎖
KEGG COMPOUND
KEGG GLYCAN

酵素反応
KEGG ENZYME
KEGG REACTION
KEGG RPAIR

立体構造
PDB

タンパク質ドメイン
InterPro
Pfam
PROSITE
BLOCKS
ProDom
PRINTS

アミノ酸指標
AAindex

転写因子
TRANSFAC

遺伝子発現
EXPRESSION

文献
LITDB
(PubMed)

http://www.genome.jp/ja/

KEGG MODULE, KEGG DISEASE は2008年1月より
これ以外のデータベースも順次追加予定
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ライフサイエンス辞書（LSD）を用いた日本語支援ツール（10月１日公開）

LSD和英辞書ツールの使い方
「辞書ツール」をクリックして起動する。
日本語キーワードを入力し、提示され
た英語のキーワードをクリックして、統
合DB検索ボックスへ移す。

LSD英和辞書ツールの使い方
単語または熟語をマウスで選択（ハイライト）
表示させ、shift-D を押すと、ポップアップウィ
ンドウに和訳が表示される。あとは選択箇所
を変更するだけで和訳が表示される。



ゲノムネット統合データベース検索システム

2007年7月

2007年10月

2008年1月

全データベース一括検索機能公開
外部DBを含むLinkDB新バージョン公開

日本語インターフェース公開
・日本語キーワードの英訳
・出力画面中の英単語の和訳

2008年4月

医薬品統合データベース第１版公開
・KEGG DRUG の日本語版
・JAPIC の医療用医薬品添付文書情報

日本語による医薬品統合データベース

医薬品統合データベース第２版公開
・KEGG DRUG の日本語版
・JAPIC の医療用医薬品添付文書情報
・KEGG COMPOUND の日本語版
・JAPIC の一般用医薬品添付文書情報
・KEGG DISEASE の日本語版

化合物・糖鎖解析システム公開

Milestones for FY2007

ライフサイエンス知識の階層化・統合化事業（京都大学）

2007年9月


